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新日鐵化学の事業展開について

新日鐵化学株式会社

２００４年９月１０日
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〈 本日の内容 〉

Ⅰ．新日鐵化学 財務の概況

Ⅱ．新日鐵化学 事業の概況

Ⅲ． 「グランドデザイン」について

代表取締役ＣＥＯ 西 恒美
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Ⅰ．新日鐵化学 財務の概況



4

2004年度見通し

・原料価格が大幅に上昇するも、堅調な製品市況、ＣＣＬの販売数量増により、

対前年同期比増益見込み。

・2004年度に連結中計の2005年度目標（経常利益、有利子負債残高）を1年前

倒しで達成見込み。

〈中間期見通し〉 (単位；億円)

03中間期
A

04中間期見通し
Ｂ

増減
Ｂ－Ａ

売上高 1,088 1,230 ○142
営業利益 58 87 ○  29
経常利益 36 75 ○  39

〈年度見通し〉
03年度

Ａ
04年度見通し

Ｂ
増減
Ｂ－Ａ

中計
05年度

売上高 2,220 2,550 ○330 2,000
営業利益 137 192 ○  55
経常利益 102 170 ○  68 130

有利子負債 1,424 1,200 1,300以下
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経常利益、負担金利、連結有利子負債推移

(億円)

11

50

102

67
75

-14 -12

92

170

130

1,2001,4242,021

2,183

2,429

2,774

3,087
3,311

3,482

16

78

61 61

44
38

29 27
20

46

-20

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

'96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 '03 '04
見通し

中計
('05)

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000経常利益

有利子負債

負担金利

1,300
以下



6

2003年度における経営基盤強化策の概要

ア．新日鐵の研究開発資源の戦略的活用の強化

イ．意思決定の迅速化（機動的な株主総会の開催等）

ウ．新日化経営機構の簡素化（取締役会のスリム化等）

ア．02年度決算

「経常利益92億円、低収益事業整理他で▲385億円特損計上、▲287億円の連結

債務超過」

イ．03年7月財務対策

・東証上場廃止、株式交換により新日鐵の完全子会社化。

・新日鐵引受けによる350億円増資。

・単独累損に見合う627億円の減資。単独累損解消。(資本金50億円,資本準備金83億円）

② 新日鐵と一体となった経営体制の構築

① 経営基盤強化策
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Ⅱ．新日鐵化学 事業の概況
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新日鐵化学 事業ドメイン

事業別連結売上高(2004年度見通し)
2,550億円程度

10%強

40%弱

10%強
40%弱

事業別営業利益構成
　化学品事業      1/3強
　電子材料事業   1/3
　ｺｰﾙｹﾐｶﾙ事業   1/3

化学品事業

電子材料事業

ｺｰﾙｹﾐｶﾙ事業

その他

（１） コールケミカル事業 鉄鋼プロセスで発生する原料ソースを活用
･･･タール事業、ガス事業、コークス事業

（２） 化学品事業 石炭系を基礎に石油系へ展開
･･･基礎化学品（ＢＴＸ、SM 、PH･BPA）、機能性化学品（ＭＳ樹脂、
エポキシ樹脂他)、塗料

（３） 電子材料事業 芳香族化学に根差した高度な機能化学材料を活用
･･･プリント回路基板材料（ＣＣＬ）事業、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）
関連材料事業、有機ＥＬ材料事業、半導体実装関連材料事業
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事業ポートフォリオ(原料から製品までの流れに沿った分類）

エチレン （分解ガソリン） 　　ベンゼン スチレンモノマー ＰＳ樹脂 国内コンパウンド
センター 　99年分離 （03年　事業譲渡）

（エチレン） 　東洋ｽﾃﾚﾝ㈱設立 海外樹脂成形
（03年　事業譲渡）

オルソクレゾール 機能性化学品・塗料

エポキシ樹脂
東都化成㈱

石油精製 （ベンゼン） 　　トルエン フェノール ビスフェノールＡ

　　キシレン

粗軽油

タールファイン類 中規模量産型精密化学品 医農薬中間体
コークス炉 （04年、事業譲渡）

コールタール ナフタリン 無水フタル酸

軟ピッチ ピッチコークス 特殊炭素材

ピッチ （03年事業統合、新日本ﾃｸﾉｶｰﾎﾞﾝ㈱）

ブラック油 カーボンブラック
(04年事業統合、㈱シーケム） 新日化ｶｰﾎﾞﾝ㈱

高炉用・鋳物用コークス

空気分離 工業用ガス
　　（04年事業統合、新日化エア･ウォーター㈱）

《ポリイミド樹脂/高分加工技術》 ２層銅張積層板(ＣＣＬ)
機能材料

（電材） 《カルド樹脂/高分子加工技術》 液晶表示材料

《エポキシ樹脂/高分子加工技術》 半導体実装材料

《昇華・精製技術》 ＥＬ表示材料

化学品事業

コールケミカル事業

電子材料事業
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「選択と集中」への取組み状況（2000年以降）

案　　件 事業内容

2000年 7月 錦湖Ｐ＆Ｂ化学㈱ 韓国におけるビスフェノールA JV（当社49%、錦湖Gr51%）

9月 日本ロックウール㈱ ロックウール共同販売会社（当社80%、住金20%)

2002年 1月 新日本テクノカーボン㈱ 特殊炭素材事業JV（当社50%、日本カーボン50%）

2004年 7月 新日化エア・ウォーター㈱ ガス事業JV（当社35%、エア・ウォーター65%)

10月 ㈱シーケム タール事業JV(当社65%、エア・ウォーター・ケミカル35%)

案　件 事業 内 容

2000年 7月 サーモフィル,ＩＮＣ.売却 海外PP系コンパウンド事業

2003年 4月 ニットーライト㈱営業譲渡 国内PS系樹脂成形事業

6月 日本エレクトロニクスＧｒ営業譲渡 国内リジッﾄﾞ配線基板事業

11月 新日化ポリマー㈱コンパウントﾞ営業譲渡 国内PS系コンパウンド事業

2004年 1月 大連日東塑料加工有限公司売却 海外PS系樹脂成形事業

3月 深せん美陽注塑有限公司売却 海外PS系樹脂成形事業

6月 新日化ポリマー㈱包材営業譲渡 国内PS系包材事業

6月 南部化成㈱株式譲渡 国内PS系樹脂成形事業

7月 タールファイン営業譲渡 医農薬中間体事業他

事 業 提 携 強 化

時 期

事 業 譲 渡 等

時 期
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化学品事業の概要

部門 主要製品 特　　徴

基礎化学品
ベンゼン、トルエン、キシレン

スチレンモノマー、シクロヘキサン

フェノール、ビスフェノールＡ、オルソクレゾール

コークス炉粗軽油・コンビナート分解ガソリンを原料

ベンゼン系誘導品

トルエン系誘導品

機能性化学品
ＭＳ樹脂
エポキシ樹脂
特殊溶剤、機能性樹脂原料、熱媒体類

光学用途ＰＳ樹脂、映像家電用途
電子材料分野向け
脱芳香族溶剤・イオン交換樹脂用

タールエポキシ樹脂塗料
変性エポキシ樹脂塗料

防錆力に優れた船舶、水道、鋼構造物用重防食塗料

無機塗料 １液・無溶剤・常温硬化（現在、拡販中）

塗　料

化学品事業　連結売上高構成(2004年度見通し〉

約75%

約5%

約20%

１,０００億円程度

基礎化学品

機能性化学品

塗料
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ＳＭ（ｽﾁﾚﾝﾓﾉﾏｰ）事業の概要と需要予測

ＳＭの概要

・構 造：ベンゼンとエチレンを合成

・生産量：全世界 約2,300万ｔ/年、日本約 300万ｔ/年

（国内約200万ｔ、輸出約100万ｔ）

・用 途：ポリスチレン（電機、玩具、日用品）、発泡ポリスチ

レン（土木）、ABS、合成ゴム等の誘導品
(石油系)

(石炭系)

大分
ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ

分解ガソリン

粗軽油

ベンゼン

トルエン キシレン

エチレン

スチレンモノマー

ｺｰｸｽ炉

大分
ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ

九州
ｱﾛﾏﾃｨｯｸｽ

当社の原 料 フ ロ ー
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2,243万ｔ

世 界 ＳＭ 需 要 伸 長
（万t）

'02vs'07
(+約450万ｔ)
(+約20％)

北米/南米

欧州/中東

2,492万ｔ
2,689万ｔ

ｱｼﾞｱ

内ｱｼﾞｱ
(+約340万ｔ)
世界の伸びの
約76％に相当
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1,200

1,400
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2002年 2005年 2007年

1,044万ｔ

ア ジ ア ＳＭ 需 要 伸 長(万t） '02vs'07
　（+33％）

日本/韓国/台湾

東南ｱｼﾞｱ他

1,252万ｔ

1,383万ｔ

中国
供給不足
▲232万ｔ

中国地域の
需給ﾊﾞﾗﾝｽ

▲371万ｔ ▲402万ｔ

域外からの供給

（出典；日本スチレン工業会）
（出典；日本スチレン工業会）



13

ＳＭ市況、原料価格の推移

SM市況－原料ｺｽﾄ ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞ

旭化成ケミカルズ

出光石油化学

住友化学工業

電気化学工業

三菱化学

新日鐵化学 34 ｼｪｱ約10%

太陽石油化学

東ソー

合計

当社ＳＭの競争力のﾎﾟｲﾝﾄ

・生産効率、安定操業実績

・需要の中心である中国への有利なｱｸｾｽ

・原料（ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｴﾁﾚﾝ）の安定的かつ効率的な調達

37

79

334

40

51

30

8

(万t/年)

55

ＳＭの国内競合他社
生産能力
（公称ﾍﾞｰｽ）

ﾅﾌｻ･ﾍﾞﾝｾﾞﾝ・SM市況推移
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'04.1-3

'04.4-6

足
元

（$/t）

SM原料ｺｽﾄ

(Bz×0.8＋C2×0.3)

SM(ＣＩＦ台湾) ＢＺ（FOB韓国）

ﾅﾌｻ（MOPJ)

China
大分

･Ｂｚ不足時代に突入
･アジアも純輸入地域に
転換

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ－ﾅﾌｻ ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞ
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電子材料事業の概要

拡販推進中及び開発中の材料

 ・半導体実装材料

 ・ｶﾞﾗｽ代替表示材料

電子材料事業　連結売上高構成(2004年度見通し)

３００億円程度

電子材料事業
回路基板材料

液晶表示材料

携帯電話

ｶｰﾅﾋﾞ&ﾃﾚﾏﾃｨｸｽＰＤＡ

PC&ﾉｰﾄPC

有機EL材料
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液晶表示材料

液晶ガラス基板の大型化に伴い、当社のディスプレイ材料は、ブラックマトリックスを

中心に飛躍的な拡大が見込まれる。

ブラックマトリックス

画素（RGBインキ）

液晶配向膜

絶縁膜

偏光板

偏光板

ガラス代替表示材料
(プラスチック基板)

透明電極

保護膜

薄膜トランジスタ（TFT）

液晶ディスプレイ
当社が扱う製品

ガラス代替表示材料
(プラスチック基板)
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回路基板材料（ｴｽﾊﾟﾈｯｸｽ/2層CCL)

無接着剤無接着剤FPCFPC用ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ用ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ
銅張積層板銅張積層板(2(2層層CCL)CCL)

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾌﾟﾘﾝﾄ基板ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾌﾟﾘﾝﾄ基板((FPC)FPC)
CCLCCL
CCopperopper CCladlad LLaminateaminate

FPCFPC
FFlexiblelexible PPrintrint CCircuitircuit
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全世界の基板材料別回路基板 売上展望
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その他
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エスパネックス用途分野内訳（２００３年実績）

携帯用LCDﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
７％

携帯用ﾋﾝｼﾞ多層基板
５５％

中大型LCDﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
７％

PDPﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
６％

DSC、DVC
多層基板 ３％

光ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ １％

その他
20％
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全世界の携帯電話 市場展望

・需要総計：インド、ロシア、東欧での需要増により堅調な成長見込

・買替需要：欧米、中国向け高機能端末投入、３G(※)端末浸透に期待

※３G･･･第三世代携帯。テレビ電話や動画などの高速・大容量の送受信ができることが特徴。

'03 '04 '05 '06 '07

440

460

480

500

520

540

560

580

600

(百万台) 携帯電話　生産台数予測
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携帯電話 高機能化の進展

・ｶﾗｰ端末、ﾌｫﾙﾀﾞｰ端末、ｶﾒﾗ搭載端末比率の増加により携帯電話の高機能化は今後

さらに進展。

・上記に加え、液晶TV、電子決済機能、ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ等の機能付与が高機能化を加速。

・2層CCLへのﾆｰｽﾞは携帯電話端末の高機能化に伴い更に拡大。

2002 2008

ｶﾗｰ端末比率

ﾌｫﾙﾀﾞｰ端末比率

ｶﾒﾗ搭載端末比率

カラー端末、フォルダー端末、カメラ搭載端末の比
率は、大幅な増加が見込まれる。
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エスパネックス（CCL）販売数量、能力推移
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コールケミカル事業の概要

コールケミカル事業　連結売上高構成(2004年度見通し〉

約55%

約10%

約35%

１,０００億円程度

炭素材

ｺｰｸｽ

ｶﾞｽ

部門 主要製品 特　徴

高炉用コークス 新日鐵向け製造　年400万t
鋳物用コークス 自動車メーカー向け他
ピッチコークス、ピッチ
洗浄油、ブラックオイル、クレオソート油
ナフタリン、無水フタル酸

04年.10月　㈱シーケム設立
　　　　　（新日化65％、エア・ウォーター・ケミカル35％）
　　　　　日本１位、世界３位のタール蒸留メーカー

タールファイン 04年.7月　エア・ウォーター・ケミカル㈱に譲渡

カーボンブラック 新日化カーボン㈱

ガス
酸素、窒素、アルゴン
水素、炭酸ガス

04年.10月　新日化エア・ウォーター㈱設立
　　　　　　　（新日化35％、エア・ウォーター65％）

03年.1月　新日本テクノカーボン㈱
　　　　　　　（新日化50％、日本カーボン50％）

コークス

炭素材

特殊炭素材

鋳物用コークス輸入価格推移
（財務省通関統計港着ベース）

-
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500511539
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注：販売量は塊ベース（+80mm）

中国

新日化

国内他社

鋳物用ｺｰｸｽ国内販売量推移

国内ﾒｰｶｰ　　６社　　　　４社　　　　３社　　　　３社　　　　３社　　　　３社　　　 　２社　　　  ２社
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Ⅲ． 「グランドデザイン」について
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「グランドデザイン」 の概要

・お客様のﾒﾘｯﾄを高めることができる独自商品を提案、提供できる会社
・その独自商品を連続して出しつづけることにより技術力を高く評価され

る会社
・世界一の商品を常に3つ以上もち、それで利益の1/3を出す会社
・環境、社会貢献でも胸をはれ、人材が競って集まる会社

目標とする企業像

企業理念

新日鐵化学グループは、
・高度な化学技術を自ら育成、蓄積し、その活用により社会に貢献する。

・広く社会から信頼され尊敬を受ける社員で構成する。

「グランドデザイン」とは、新日化が真のエクセレントカンパニーとなるために、2010年の

姿を描き、進むべき方向を明らかにすべく、「目標とする企業像」、「戦略市場領域」及び
「それを実現するための方策」を示すものである。
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「グランドデザイン」 財務･収益面での将来像

達成年度は2010年 （6年後）

収益目標
経常利益 300億円、ROS=10%以上

電子情報分野での比率 50％ 以上

（銅張積層板、ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ関連材料、液晶表示用材料）

新規製品による経常利益 20％
（有機EL関連材料、半導体実装材料、開発商品）

財務目標 自己資本比率 50％

社員の処遇 業界トップレベル

将来ビジョン (連結)

92 102

300

170

130

0

50

100

150

200

250

300

350

'02 '03 '04

見通し

'05

(中計)

2010

(億円)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

連結経常利益

自己資本比率

ＲＯＳ
10%以上

50%以上
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３～５年後に戦力化が期待される商品例

商品 用途 経常利益目標(２０１０年度)

 有機ＥＬ用燐光材料 各種ディスプレイ ２０億円

 液晶用ＢＭ用材料 ＃５～＃７世代 ３０億円

 ガラス代替表示材料 各種ディスプレイ ３０億円

 ＨＤＤ用サスペンション材料 ＨＤＤ ２０億円
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「グランドデザイン」 事業展開マップ

製鉄・ﾀｰﾙ関連
事業領域

他社提携等の戦略的展開 地域最適解も視野に入れた強化

強化（基盤）事業領域
⇒ 競争力の徹底強化

傾斜・拡大事業領域
⇒ 進化する市場ニーズに俊敏な対応

芳香族化学品
事業領域

コアテクノロジー

事業創出機能強化

情報・電子材料
事業領域

新規事業

事業展開マップ

情報・電子材料市場領域

情報

材料・技術

・蓄積した化学技術に基づき、「情報・電子材料市場」に資源を傾斜投入。
・「選択と集中」を一層推進。利益率の低い事業から高い事業へのシフトを日常化。


